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１．槇尾中学校について



８月末より新校舎へ
（来年度より義務教育学校 槇尾学園へ）

１．槇尾中学校について



横山小学校 南横山小学校

槇尾中学校区：２つの小学校

２．槇尾中学校区について



大阪府の南北を結ぶ幹線道沿い（物流に便利）
海外より親の仕事（自動車流通販売）の関係で

渡日生が増加

２．槇尾中学校区について



３．新しくなった学校図書館「メディアセンター」

学校の中心に位置し、壁がなく、すぐに図書を取り出し必要な
情報を探し、その場で仲間とコミュニケーションができる場に。

「読書センター」としての学校図書館
「学習・情報センター」としての学校図書館



４．めざす生徒像と学校図書館との関わり

めざす生徒像

・学び続ける人

・認め合いつながれる人

・自ら行動できる人

人と人、人と図書・情報がつながり、主体的そして

探求的に生徒一人ひとりの学びが深められるように



SE担当者として実践していること

・校内学力向上委員会への参加

・定期的な授業見学

・学校図書館を活用した授業デザインの提案

・TT授業の実施
・図書館司書と連携して図書や資料の精選

・図書委員会と連携した読書活動の推進



５．学びとつながる学校図書館



５．学びとつながる学校図書館



５．学びとつながる学校図書館 はがき新聞の作成



５．学びとつながる学校図書館 はがき新聞の作成



５．学びとつながる学校図書館 はがき新聞の作成



６．図書に親しむ学校図書館

図書委員で作成したおすすめ本の紹介コーナー



６．図書に親しむ学校図書館

生徒が作成する図書委員会だより図書だより



７．一学期の成果（学習アンケートより）

・「本を読むことが好き」（63％→６９％）

・「わからないことや知りたいことがあったとき、図書館資料

やインターネットなどで調べている」(74％→７９％）

・「図書館資料などをもとに、自分の考えをまとめて書いたり、

話したりしている」（８５％→８８％）

・「学校図書館での学習や、本や資料を使って調べることは

楽しい」（６０％→６３％）

青字（R５年度３月）
黄字（R6年度７月）



８．来年度に向けて

総合的な学習の時間「槇尾学」

２年生では地元の特産品「和泉みかん」を使ったジュースの

パッケージデザインなどに市や民間企業と協同して取り組む。



８．来年度に向けて

グローカルな活動として発信していきたい。



８．来年度に向けて

台湾との国際交流プログラム

台湾中部にある嘉義市の２校と手紙やお菓子交流を実施



和泉市立槇尾ご清聴ありがとうございました。


